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Abstract

 Heavy rain caused by a Baiu front (stationary front) occurred in Yamaguchi 
Prefecture on July １５ , ２０１０ , the damage from which destroyed ４３ buildings and 
flooded a further １， ４５５ . A downpour of about ２００mm was recorded in Toyoda 
(Shimonoseki city) and Higashiatsu (Mine city) in the mountainous western area of 
Yamaguchi Prefecture from １am-１２am on July １５ , but in Sanyo-Onoda city, recorded 
as the worst hit area, less than about １００mm. A long spell of rain from July １１ meant 
the Asa River stayed above the normal water level, while short-term downpours on 
July １５ upstream caused flooding of the downstream Asa area. With the rainfall and 
water levels in mind, the city hall of Sanyo-Onoda ordered inhabitants to evacuate and 
there was no human suffering. The city sustained extensive damage however, with ８ 
buildings destroyed, ７９３ buildings flooded in the shopping street as well as areas of 
old paddyfield around the JR Asa Station. Our survey showed inundation heights of up 
to １４４ centimeters in the city, but the real depth may have been higher. 
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１．はじめに
　２０１０年７月１０日九州南部に停滞していた梅雨前
線が，１１日にかけて朝鮮半島南岸まで北上し，そ
の後１２日から１５日にかけて山口県から九州北部付
近に停滞した。１５日は，梅雨前線に向かって暖か
く湿った空気が流れ込み，未明から朝にかけて前
線の活動が活発となったため，西日本から東日本
にかけて大雨となった（気象庁，２０１０；下関地方
気象台，２０１０）。これにより，各地で土砂災害や
浸水被害が発生し，広島県（５名），岐阜県（４
名），島根県，鹿児島県（各２名），長野県，福島
県（各１名）で計１５名の死者が出た（内閣府，２０１０；
消防庁，２０１０）。山口県においては，県西部を中
心に多くの家屋で浸水被害が生じたが，死者・行
方不明者及び負傷者は確認されていない（山口県
総務部防災危機管理課，２０１０）。ここでは，７月１５
日に山口県西部で発生した集中豪雨の気象的特
徴，および山陽小野田市の浸水災害の概要につい
て報告する。

２．山口県における集中豪雨の特徴
　２０１０年７月１５日６時の地上天気図および静止気
象衛星「ひまわり６号」の赤外画像（高知大学気
象情報頁，２０１０）を図１に示した。梅雨前線が対
馬海峡を通り，日本海側に沿って北日本まで延び
て停滞している。この前線に向かって暖かく湿っ

た空気が流れ込み，前線の活動が非常に活発化し
た。これにより，山口県西部では，１５日の未明か
ら朝にかけて大雨となり，美祢市や下関市を中心
に５０mm / h以上の非常に激しい雨を観測した。連
日降り続いた大雨により土砂災害・洪水災害の危
険性が高まり，県内の多くの地域で避難勧告が発
令され，下関市・山陽小野田市・防府市では，そ
れぞれ８９１世帯・３３１７世帯・１１世帯に避難指示が出
された（山口県総務部防災危機管理課，２０１０）。
　図２に，山口県における２０１０年７月１１～１５日
（５日間）の積算降水量と１５日１時～１２時（１２時間）
の積算降水量の分布を示した（単位はmm）。これ
は，気象庁のアメダス２１ヵ所の観測値に「山口県
土木防災情報システム（略称：県土木）」における
４０ヵ所の降水量観測値を加え，地理情報システ
ムソフトウェア（以下GIS）ArcMap９．３（ESRI社）
のSpatial Analyst機能を用いて作成したものであ
る。山口県における５日間総降水量の極値である
５６５．５mmを秋吉台（アメダス）で記録したほか，
東厚保（アメダス）で５６１．０mm，美祢大橋（県土
木）で５４４mm，豊田（アメダス）で５３５．０mm，田
部（県土木）で５２２mmと，美祢市全域および下
関市東部で５００mm以上の降水量を記録している
ことが分かる。一方で，１２時間降水量の分布図に
注目すると，田部周辺から美祢大橋までの中国山
地の南斜面側にあたる南北約５km東西約２０km
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図１　２０１０年７月１５日６時の地上天気図（左）および気象衛星「ひまわり」の赤外画像（右）
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図２　山口県における７月１１日～１５日（５日間）と７月１５日１時～１２時（１２時間）の積算降水量分布図
および豪雨を記録した地域周辺の拡大図（●はアメダス・雨量局，▲は水位局，拡大図中の紺色
は水涯線を表す）
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の楕円状の範囲で２００mm前後の降水量という，
短時間で局地的な豪雨を記録したことが分かる。
　次に，山口県における１５日の降水量の推移を見
るために，　１時から１０時までの１時間降水量の分
布図を図 ３-１と図 ３-２に示した。１時に下関市西
部・長門市北部で２０mm / h以上の強い雨が観測さ
れ，　２時には降水セルが東進したことにより，下
関市東部と美祢市北部に降水のピークが現れてい

る。３時から４時には，萩市南部の約４０mm / hの
ピークを中心に，美祢市から山口市北部までの帯
状の範囲で，３０mm / h以上の激しい雨となってお
り，その西側から新たな強雨域が出現している。
５時になると，美祢市の広い範囲で５０mm / h以上
の非常に激しい降水域が現れ，　６時には下関市西
部に衰退した状態でピークが移動している。しか
し，７時になると再び発達して５０mm / h以上の降
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図 ３ - １　山口県における７月１５日１時～６時の１時間降水量（mm）の分布図　
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水域が出現し，その勢力を保ったまま８時には美
祢市南部・山陽小野田市北部に移動したことで，
市境に位置する東厚保（アメダス）で５８．０mm / h
の非常に激しい降雨を記録している。９時以降，
この降雨域は南西に位置する宇部市付近へ移動し
つつ，１０時にはほぼ収束している。
　次に，山陽小野田市を中心に多くの家屋で浸水
被害が発生した際の，集中豪雨の特徴を見るため
に，　７月１５日０時～１２時に豊田・田部と東厚保・
美祢大橋で観測された１０分間降水量の推移を図４
に示した。下関市東部に位置する，豊田・田部で
は未明の１時頃から雨が強くなり始め，田部では
最大１０分間降水量の１１．０mm（２ ：００）を観測して
いる。３時頃には，いったん降水が観測されなく
なるが，　４時～６時で次第に雨が強くなり，豊田
では最大１０分間降水量の１４．０mm（５：４０）を観
測してから継続的に１０mm / １０min以上の雨が降
り，最大１時間降水量の７１． ０mm（ ６ ：３０）を観測

し，田部も同じ時間帯に最大１時間降水量の４８．０
㎜（６：４０）を観測した。豊田では，　７時以降に雨
が弱くなったが，田部では降水が観測されなくな
る１０時まで強雨が続き，それぞれ１２時間積算降水
量１７７．５mm，２１７．０mmを記録した。一方，山陽
小野田市との市境に位置する東厚保と，美祢市南
西部の美祢大橋では，豊田・田部と同様に１時頃
から降水が観測され始め，美祢大橋は４時２０分に
最大１０分間降水量１６．０mm，　５時１０分に最大１ 
時間降水量５８．０mmを観測し，東厚保では７時２０
分に最大１０分間降水量１３．５mm，　８時に最大１時
間降水量５９．０mmを観測した。東厚保・美祢大橋
ともに，最低で時間降水量１２．５mm / h（東厚保：
７時），最大で６０mm / h弱（美祢大橋：５時，東厚
保：８時）の長時間にわたる豪雨が続き，１２時間
積算降水量は２００mm弱を記録した。
　また，本豪雨の再現性を統計的に解析するため，
アメダスにおける降水量（最大３時間，最大６時間
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図 ３ - ２　山口県における７月１５日７時～１０時の１時間降水量（mm）の分布図　
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および日降水量）の再現確率（リターンピリオド）
の計算を，（独）土木研究所水災害研究グループ水
文チームが公開している「アメダス降雨確率解析
プログラム」を用いて行った（（独）土木研究所，
２００２）。ただし，東厚保は２０１０年４月から観測を
開始したため，再現確率の計算が行えず解析から
は除外した。豊田では，最大３時間：２７．７年（６～
８時，１１６．０mm），最大６時間：２２．５年（２～７時，
１５０．５mm），日降水量：３．４年（１７６．０mm），秋吉台で
は，最大３時間：１９．７年（３～５時，１０９．５mm），最
大６時間：２１．９年（２～７時，１５１．０mm），日降水
量：２．７年（１６３．０mm）となっている。このことから，
本豪雨の再現確率は高く，統計的には稀な現象とは
言えないことが分かった。

　以上のように，山陽小野田市・美祢市・下関市
などで水害をもたらした雨は，豪雨を記録した豊
田・東厚保・秋吉台において，統計的には稀な現
象ではなかった。さらに，多大な浸水被害が発生
した山陽小野田市の厚狭駅付近において，GISに
よる解析上では豪雨が確認されなかったことか
ら，二級河川の厚狭川上流に位置する美祢大橋や
東厚保で観測された１０mm / min以上，さらに最大
６時間降水量が１５０mm以上という局地的な激し
い雨が美祢市と山陽小野田市を流れる二級河川の
厚狭川に流入することで，厚狭駅周辺の内水氾
濫・外水氾濫の要因となり，浸水被害が発生した
と推察される。
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図４　７月１５日０時～１２時に豊田・東厚保（アメダス）と田部・美祢大橋（県土木）で観測された１０分間降
水量（mm）の推移
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３．厚狭川における水位の変化
　多くの家屋で浸水被害が生じた山陽小野田市で
の，水害が発生するまでの川の状況を見るため
に，厚狭川の美祢大橋（上流）と厚狭大橋（下流）
の，強雨・豪雨が観測された７月１１日～１５日の水
位と降水量の推移を図５に示した。両地点とも
に，１１日２時，１２日３時の時間降水量約２０mmの
雨が降った直後に水位が上昇し，止むと下降して
いる。しかし，完全に下降する前に１３日の美祢大
橋では氾濫注意水位（３． ００m），厚狭大橋では避難
判断水位（４． ００m）まで上昇した。１４日になると
雨が弱まり，両地点ともに一時は水防団待機水位
まで下降したものの，１５日の豪雨により美祢大橋
では避難判断水位（３． ８０m）を超え，さらに厚狭
大橋では氾濫危険水位（５． ７０m）を大きく超えて
いる。これらのグラフと，図２のGISにより解析
した１２時間総降水量図からもわかるように，上流
域の広い範囲の降雨が厚狭川に集水し，下流の厚
狭大橋周辺で堤防を越流することで，水害が発生
するに至ったことが示された。
　さらに，１１日から１５日の間で最大日降水量を観
測した１３日（東厚保：２０７．５mm，日降水量第１位）
と，水害が発生した１５日（東厚保：１８７．０mm，日
降水量第２位）の雨と水位の特徴を見るために，

両日の厚狭大橋の詳細な水位の変化と，避難勧
告・避難指示が発令された時間等を図６に示した。
１３日を見ると，　６時間降水量および９時間降水量
で考えたとき，午前と午後で２つのピークが存在
していることが分かる。午前のピーク時に最大６
時間降水量７７．５mm（８：３０），最大９時間降水量
１００．０mm（１１：００）を観測，そして午後のピーク
時も同程度の降水量を観測しており，１６時２５分に
厚狭地区の１， ０５４世帯に避難準備情報が発令され，
最終的に１３日の降水量２０７．５mmを記録した。１５日
を見ると，降水が観測されたのは午前中のみで，
最大６時間降水量１６５．０mm（８：００），最大９時間降
水量（＝日降水量）１８７． ０mm（１０：００）となってお
り短時間の激しい豪雨であることが分かる。未明
の１時頃からの雨により，　５時５０分には避難判断
水位の４mを超過，その４０分後の６時３０分に対策
本部が設置されると同時に１， ３７２世帯を対象に避
難勧告が発令された。８時１０分には氾濫危険水位
の５．７mを超過，その２０分後の８時３０分に避難勧
告から避難指示に切り替えられ，厚狭を含めた３
地区の３， ３１７世帯が対象とされた（山口県総務部防
災危機管理課，２０１０）。その後，　９時２０分に水位
が６． ４１mに到達，厚狭大橋の堤防高６． ７０mに残
り約０． ３０mのところでピークとなったが，堤防

４１９

図５　厚狭川の水位と降水量の推移（上流：美祢大橋，下流：厚狭大橋，　７月１１日１時～７月１５日２４時）
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の低い箇所から越流し，厚狭地区での外水氾濫を
引き起こしたと考えられる。それ以降，降水はほ
とんど観測されなくなり，２２時には水防団待機水
位の２． ２０mまで下降した。以上のことから，日
降水量は１３日（２０７． ５mm）が１５日（１８７．０mm）よ
りも多かったが，１５日は１３日の６時間・９時間降
水量を遥かに超える，短時間の豪雨だったために
水位が急激に上昇し，厚狭川が氾濫したものとい
える。

４．山陽小野田市で発生した洪水災害の
特徴

　水害が発生した厚狭地区は，山陽小野田市が
２００９年３月に発行した洪水ハザードマップ「山陽
小野田市 厚狭川 洪水避難地図」（山陽小野田市
HPでダウンロード可能）に，厚狭駅を中心とした
広範囲が浸水想定区域に指定されている。また，
山口県防府市で土石流による１４名の死者，山口市
で約１， ８００棟の浸水被害が発生した，２００９年７月
２１日の豪雨（山本ら，２０１０）においても，山陽小
野田市では床上浸水４４棟・床下浸水２２１棟の浸水被
害が発生していたことから（山口県防災危機管理
課，２００９），東厚保や美祢大橋，厚狭大橋の降水
状況・河川水位を逐次把握しており，　６時３０分に
は避難勧告を発令し，住民に避難を呼び掛けた。
表１を見ると，　８月９日現在，市内では床上浸水
４３８棟，床下浸水３５５棟に達しており，県全体では
床上浸水５７３棟，床下浸水８８２棟となっている。こ

こでは，筆者らが被害発生の翌日（２０１０年７月１６
日）に，厚狭地区で実施した浸水調査から作成し
た浸水深（cm）の分布図を図７に，また調査時に
撮影した写真１から写真８を示した（図７の図中
の数字は，写真番号に一致する）。
　図７に示すように，調査地区は二級河川の厚狭
川と，その支流の桜川の合流箇所の北側に位置
し，地形的にもオーバーフローの危険性が高く，
水害が発生しやすい地区だといえる。厚狭川・桜
川の外水氾濫，比高の低さなどが厚狭地区におけ
る被害を拡大させた要因として考えられ，被害の
詳細を写真１～８とともに述べる。
　写真１は，桜川右岸の写真店の被害写真であ

４２０ 

図６　厚狭大橋の７月１３日・１５日の水位と降水量の推移（降水量は東厚保アメダス）

表１　山口県内の住家被害状況（２０１０年８月９
日８時３０分時現在）

床下浸水床上浸水一部損壊半壊全壊市町名
３５５４３８ ０ ８０山陽小野田市
１８１１０４ ９１８１美祢市
１９８ ２９ ０ ００下関市
 ６０　２ ０ １０宇部市
　４　０ ０ ００山口市
　３　０ ０ ００萩市
 １３　０ ０ ００防府市
　４　０ ０ １０下松市
 ５３　０ １ ００岩国市
 １１　０ ２ ０１周南市
　０　０ １ ００上関町
８８２５７３１３２８２合計

山口県防災危機管理課（２０１０）より
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図７　厚狭地区における浸水深の分布図（水色は河川を表す）

写真１　桜川右岸の写真店の被害状況（山陽小
野田市山川，２０１０年７月１６日撮影）

写真２　ホームセンターの浸水被害状況（山陽
小野田市山川，２０１０年７月１６日撮影）
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写真３　新興住宅地の家屋の被害状況（山陽小
野田市厚狭，２０１０年７月１６日撮影）

写真４　厚狭川右岸のアンダーパス北側（山陽
小野田市厚狭，２０１０年７月１６日撮影）

写真５　アンダーパス南側の被害家屋（山陽小
野田市郡，２０１０年７月１６日撮影）

写真６　商店街内の商店の被害状況（山陽小野
田市厚狭，２０１０年７月１６日撮影）

写真７　鴨橋の状況（山陽小野田市厚狭，２０１０
年７月１６日撮影），および左岸からの
被災時の状況（７月１５日撮影，宇部日
報HPより転載）

写真８　橋脚が傾いた新橋（山陽小野田市鴨庄，
２０１０年７月１６日撮影）
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る。JR厚狭駅新幹線口（南口）側の被害は東側の
厚狭川および西側の桜川方面に向かうほど浸水深
が深くなっていることが図７からも分かる。桜川
沿いは厚狭地区でも，最も被害が大きくなる浸水
想定区域に指定されており，また，増水による避
難準備情報は１３日の１６時２５分と，厚狭地区では最
も早い段階に出されていることからも，氾濫する
リスクの高い河川であることが分かる。写真店の
浸水深は１３３cmで，その周辺も同様に非常に深く
なっていた。しかし，写真店から北に約５０mに
位置する比較的新しいアパートでは床下が高かっ
たために，実質的には床上約５０cmの浸水被害に
止まった。また，写真２のホームセンターは，写
真１から約６００m上流に位置し，本来は水田だっ
た場所に建設されたものである。このホームセン
ターは，盛土を高く行っていなかったために道路
よりも低い位置に建てられており，桜川の氾濫の
影響もあり，浸水深が１２３cmと深くなった。図７
からも，周辺の家屋の浸水深と比較して被害が大
きくなっていることが分かる。以上のことから
も，建物の施工・土地の整備によって，被害が大
きく異なっており，水害常襲地の建設前におけ
る，微地形・比高・水害の履歴などの，災害の発
生リスクに関する情報収集の重要性が示された。
　写真３の家屋は，厚狭川沿いの新興住宅地の一
画にあり，浸水深は１３３cmだった。この住宅のあ
る一帯は，本来は木材などの資材置き場だったこ
とが近隣の住民からの聞き取り調査で判明してお
り，地盤高が低くなっているため，浸水深が深く
なったことが図７からも示される。しかし，写真
の住宅は高く盛土されて建てられていたために，
実質的には床上約２０cmの被害に抑えられていた。
　写真４・写真５は，厚狭川右岸に位置する，山
陽本線のアンダーパス付近の被害写真である。写
真４はブロック塀や道路標識が倒れていたり，土
やゴミの堆積が多かったアンダーパスの北側から
撮影したもので，写真５はアンダーパスを南に抜
けた場所に位置する，浸水深１４２cmの家屋を撮影
したものである。これらの状況から，厚狭川の外
水氾濫により北側から強く流れ込み，アンダーパ
スに土を堆積させ，アンダーパスを抜けた周辺で

は浸水被害が拡大したということが推察される。
　写真６はJR厚狭駅在来線口（北口）から厚狭
川まで続く商店街内の商店の一つで，写真７は商
店街から厚狭川に架かる鴨橋の被害写真である。
商店街は鴨橋（浸水深５８cm）から大きく下がって
いるために，厚狭川右岸からの越流により，標高
が高くなっている厚狭駅在来線口まで，写真６の
ような約９０cm以上の被害（最大で１１４cm）になっ
た家屋・商店が連なっており，商店や家屋の前に
は被災ごみの山が積み重なっていた。被害を受け
た商店街内の住民によると，２００９年７月２１日の豪
雨時にも床下浸水（２０～３０cm）程度で浸水被害が
発生したということもあり，桜川沿い同様に地盤
高や比高などの面で水害が発生しやすい地区であ
ると考えられる。また，商品の被害や衛生面の観
点で，商店における浸水被害は，一般家屋のそれ
以上に重大であり，被災した商店街は長年続いて
いる商店が多く連なっていたため，営業の再開が
非常に困難になる店舗も少なくないと考えられ，
復興への影響が懸念される。
　写真８は，厚狭大橋から約５００m上流に位置す
る新橋の被害状況である。右岸から１つ目の橋脚
が傾いたことで橋が陥没し，２０１０年８月６日現
在，通行不可となっている。新橋の右岸には浄水
施設の鴨庄浄水場があり，新橋には水道管が通っ
ていたため，豪雨時の冠水と新橋の陥没により，
７月１９日までの４日間で約９， ０００戸が断水状態に
あった（山陽小野田市，２０１０）。２００９年７月の豪雨
の際，山口市においても河川に隣接する朝田浄水
場の冠水により，最大で３５，３７７戸が約１週間の
断水被害にあっており（山口県防災危機管理課，
２００９，山本ら，２０１０），行政側には水害発生時の
断水予防策の策定，および断水発生時の迅速かつ
効率的な対応が求められる。
　以上のように，水害による甚大な被害が発生し
た山陽小野田市厚狭地区だったが，これまでの章
で述べてきたように，①死傷者が出なかった，②
２００９年豪雨から１年以内，③早い段階での避難勧
告の発令，④洪水ハザードマップの配布が約１年
前だった（２００９年３月発行），などに加え，山陽小
野田市による災害ボランティアセンターの迅速な

４２３
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設置（７月１７日開設・７月３０日閉鎖）がされてい
たことから，行政側・市民側ともに，２００９年の豪
雨被害による教訓を活かすことができたと考えら
れる。

５．おわりに
　今回の梅雨前線による豪雨は，本報告からも明
らかなように山口県西部の山陽小野田市を中心
に，　６時間で約２００mmという極めて短時間に集
中して降ることにより水災害が発生し，山口県全
体で約１， ５００棟の家屋で浸水被害などが発生した。
約８００棟の浸水被害に見舞われた山陽小野田市の
厚狭駅周辺は，洪水ハザードマップでは広範囲が
浸水想定区域内にあり，２００９年７月や今回発生し
たような短時間豪雨による浸水被害のリスクが非
常に高い地区であることが本調査で示された。一
方で，人的被害が発生しなかったことは，行政
側・住民側ともに２００９年の豪雨被害の教訓が活か
せたことによるものであり，今後の水防災におい
て，維持すべき意識水準であることが示唆され
た。
　今後の課題として，市民側では，ハザードマッ
プや防災情報を用いた自主防災組織での防災教育
の実施，そしてコミュニティ内における災害弱者
の把握および災害時の補助方法の確認等を行い，
自助・共助の意識のさらなる向上が求められる。
行政側では，今回の山陽小野田市や２００９年７月の
山口市でも発生したような，水道局の浸水による
断水被害の防止策および断水発生時の対応（給水
車や給水所の設置方法・他地域との連携など）の
さらなる改善，そして災害弱者が確実に受け取る
ことができる災害情報の発信方法の策定を行うな
ど，ハード面の対策が求められる。また，図６に
示すように，水害が日の出（５：１４）後に発生し
たことで，市民・行政ともに水害時の対応が適切
かつ安全に行えた，ということも考えられ，様々
な被災時の状況（朝・夜，出勤時・在宅時など）
を考慮し，防災学習・防災訓練時における，より
具体的な被災シミュレーションが必要だと考えら
れる。最終的には，住民が行政に求めるもの・行
政が住民に求めるものを互いに認識し理解するこ

とで，災害に対して安全・安心な地域づくりにつ
ながるものと期待される。
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